
(57)【要約】

【課題】内視鏡観察下で生体組織を結紮可能で、かつ、

生体組織の結紮状態を簡単な操作によって解除可能な医

療用装置を提供する。

【解決手段】結紮処置装置１２は、結紮糸２２と、固定

部材であるシリコーンチューブ２６と、結紮解除部材で

ある可撓性線材３０とを備えている。結紮糸２２は、先

端部と基端部とを有し、生体組織を結紮する。シリコー

ンチューブ２６は、結紮糸２２に対して進退自在に設け

られ、結紮糸２２によって生体組織を結紮した状態に維

持するよう結紮糸２２と摩擦により固定される。可撓性

線材３０は、結紮糸２２に設けられ、結紮糸２２をシリ

コーンチューブ２６に対して先端側へ移動させることで

、結紮糸２２とシリコーンチューブ２６との間の結紮状

態を解除する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 部 と 基 端 部 と を 有 し 、 生 体 組 織 を 結 紮 す る 結 紮 部 材 と 、
　 前 記 結 紮 部 材 に 対 し て 進 退 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 に よ っ て 前 記 生 体 組 織 を 結 紮
し た 状 態 に 維 持 す る よ う 前 記 結 紮 部 材 と 摩 擦 に よ り 固 定 さ れ る 固 定 部 材 と 、
　 前 記 結 紮 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 を 前 記 固 定 部 材 に 対 し て 先 端 側 へ 移 動 さ せ る こ
と で 、 前 記 結 紮 部 材 と 前 記 固 定 部 材 と の 間 の 結 紮 状 態 を 解 除 す る 結 紮 解 除 部 材 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 結 紮 部 材 は 、 前 記 結 紮 解 除 部 材 が 前 記 結 紮 部 材 上 を 移 動 す る こ と を 制 限 す る 結 紮 解
除 部 材 移 動 制 限 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 結 紮 解 除 部 材 は 、
　 前 記 固 定 部 材 と 対 向 す る 位 置 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 が 生 体 組 織 に 食 い 込 む こ と を 防
止 す る プ レ ジ ェ ッ ト を 有 す る 第 １ の 端 部 と 、
　 前 記 第 １ の 端 部 と 反 対 側 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 に よ る 結 紮 を 解 除 す る 際 に 把 持 さ れ
る 被 把 持 部 を 有 す る 第 ２ の 端 部 と
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ も し く は 請 求 項 ２ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 結 紮 部 材 は 、 前 記 固 定 部 材 の 先 端 部 側 に 設 け ら れ る ル ー プ 部 と 、 前 記 固 定 部 材 に 摩
擦 に よ り 固 定 さ れ る 第 １ お よ び 第 ２ の 固 定 部 分 と を 備 え 、
　 前 記 結 紮 解 除 部 材 は 、 前 記 ル ー プ 部 に 固 着 さ れ た 固 着 部 を 備 え 、
　 前 記 固 着 部 は 、 前 記 第 １ の 固 定 部 分 と の 間 と 、 前 記 第 ２ の 固 定 部 分 と の 間 と が 異 な る 長
さ に 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 結 紮 解 除 部 材 は 、 可 撓 性 線 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ の い
ず れ か １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 結 紮 解 除 部 材 は 、 少 な く と も 一 部 が 拡 径 さ れ た 拡 径 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ５ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 結 紮 解 除 部 材 は 、 ル ー プ 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ も し く は 請 求 項
６ に 記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 先 端 部 と 基 端 部 と を 有 し 、 生 体 組 織 を 結 紮 す る 結 紮 部 材 と 、
　 前 記 結 紮 部 材 に 対 し て 進 退 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 に よ っ て 前 記 生 体 組 織 を 結 紮
し た 状 態 に 維 持 す る よ う 前 記 結 紮 部 材 と 摩 擦 に よ り 固 定 さ れ る 固 定 部 材 と 、
　 前 記 結 紮 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 に 対 す る 前 記 固 定 部 材 の 固 定 力 量 を 変 化 さ せ る
力 量 調 整 部 材 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 固 定 部 材 は 、 前 記 結 紮 部 材 が 挿 通 さ れ た 第 １ の ル ー メ ン と 、 前 記 力 量 調 整 部 材 を 圧
入 可 能 な 第 ２ の ル ー メ ン と を 備 え 、
　 前 記 力 量 調 整 部 材 は 、 前 記 第 ２ の ル ー メ ン に 圧 入 し た と き に 、 前 記 固 定 部 材 を 変 形 さ せ
て 前 記 結 紮 部 材 の 固 定 力 量 を 調 整 す る 圧 入 部 材 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に
記 載 の 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 先 端 部 と 基 端 部 と を 有 し 、 生 体 組 織 を 結 紮 す る 結 紮 部 材 と 、
　 前 記 結 紮 部 材 に 対 し て 進 退 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 に よ っ て 前 記 生 体 組 織 を 結 紮
し た 状 態 に 維 持 す る よ う 前 記 結 紮 部 材 と 摩 擦 に よ り 固 定 さ れ 、 結 紮 解 除 の 際 に 少 な く と も
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２ つ に 分 割 さ れ る 固 定 部 材 と
　 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 医 療 用 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ ０ の い ず れ か １ に 記 載 の 医 療 用 装 置 を 具 備 す る 生 体 組 織 用 処 置
シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 固 定 部 材 を 先 端 に 当 接 可 能 な チ ュ ー ブ 状 の シ ー ス と 、
　 こ の シ ー ス 内 に 挿 通 さ れ 、 前 記 結 紮 部 材 の 基 端 部 に 係 合 可 能 な フ ッ ク を 有 す る フ ッ ク ワ
イ ヤ と 、
　 前 記 フ ッ ク ワ イ ヤ を 前 記 シ ー ス に 対 し て 進 退 操 作 す る 操 作 ハ ン ド ル と
　 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 と そ の 他 の 器 具 と を 組 み 合 わ せ て 、 体 内 の 生 体 組 織 を 縫 合 あ る い は 結
紮 と い っ た 内 視 鏡 的 処 置 を 行 な う た め の 医 療 用 装 置 お よ び 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 観 察 下 で 体 内 の 組 織 を 縫 合 あ る い は 結 紮 す る 、 す な わ ち 内 視 鏡 的 処 置 に 使 用 す る
結 紮 処 置 装 置 は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 装 置 は 、 固
定 部 材 を 設 け た 結 紮 糸 を 組 織 に 穿 通 さ せ る こ と に よ り 組 織 を 縫 合 あ る い は 結 紮 す る こ と が
で き る 。 組 織 の 縫 合 あ る い は 結 紮 の 状 態 を 解 除 す る に は 、 結 紮 糸 を 切 断 す る 、 あ る い は 固
定 部 材 を 把 持 し て 組 織 か ら 取 り 外 す 。 例 え ば 縫 合 あ る い は 結 紮 が 所 望 の 部 位 に 行 な え な か
っ た 場 合 、 縫 合 あ る い は 結 紮 の 状 態 を 解 除 す る た め に 結 紮 糸 を 切 断 す る 。 結 紮 糸 を 切 断 す
る に は 、 例 え ば 内 視 鏡 的 に 鋏 鉗 子 等 を 用 い る 。 そ の 他 、 内 視 鏡 的 に 把 持 鉗 子 等 を 用 い て 固
定 部 材 を 把 持 し て そ の 固 定 部 材 を 組 織 か ら 取 り 外 す 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ３ ／ ０ ２ ３ ６ ５ ３ ５ Ａ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 方 法 で は 、 結 紮 糸 が 生 体 組 織 に 埋 没 し て い る 場 合 、 生 体 組
織 を 傷 つ け ず に 結 紮 糸 を 切 断 す る 必 要 が あ る の で 、 鉗 子 の 操 作 が 非 常 に 煩 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 経 内 視 鏡 的 に 把 持 鉗 子 等 を 用 い て 把 持 し て 固 定 部 材 を 取 り 外 す 方 法 も あ る が 、 こ
の 方 法 で は 、 固 定 部 材 が 把 持 し 難 い 形 状 の 場 合 、 鉗 子 の 操 作 が 非 常 に 煩 雑 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 結 紮 に 必 要 な 固 定 力 量 で 固 定 さ れ て い る 固 定 部 材 あ る い は 結 紮 糸 に 固 定 力 量 以
上 の 力 量 を 加 え て 結 紮 を 解 除 す る 行 為 が 非 常 に 煩 雑 で 、 難 し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と
こ ろ は 、 内 視 鏡 観 察 下 で 生 体 組 織 を 結 紮 可 能 で 、 か つ 、 生 体 組 織 の 結 紮 状 態 を 簡 単 な 操 作
に よ っ て 解 除 可 能 な 医 療 用 装 置 お よ び 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 発 明 に 係 る 医 療 用 装 置 は 、 先 端 部 と 基 端 部 と を 有 し 、
生 体 組 織 を 結 紮 す る 結 紮 部 材 と 、 前 記 結 紮 部 材 に 対 し て 進 退 自 在 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部
材 に よ っ て 前 記 生 体 組 織 を 結 紮 し た 状 態 に 維 持 す る よ う 前 記 結 紮 部 材 と 摩 擦 に よ り 固 定 さ
れ る 固 定 部 材 と 、 前 記 結 紮 部 材 に 設 け ら れ 、 前 記 結 紮 部 材 を 前 記 固 定 部 材 に 対 し て 先 端 側
へ 移 動 さ せ る こ と で 、 前 記 結 紮 部 材 と 前 記 固 定 部 材 と の 間 の 結 紮 状 態 を 解 除 す る 結 紮 解 除
部 材 と を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 内 視 鏡 観 察 下 で 生 体 組 織 を 結 紮 可 能 で 、 か つ 、 生 体 組 織 の 結 紮 状 態 を 簡 単 な
操 作 に よ っ て 解 除 可 能 な 医 療 用 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 観 察 下 で 生 体 組 織 を 結 紮 可 能 で 、 か つ 、 生 体 組 織 の 結 紮 状 態
を 簡 単 な 操 作 に よ っ て 解 除 可 能 な 医 療 用 装 置 お よ び 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム を 提 供 す る こ
と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 、 実 施 の 形 態 と
い う ） に つ い て 説 明 す る 。 　
　 ま ず 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ な い し 図 ７ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム １ ０ は 、 生 体 組 織 を 結 紮 処 置 す る た め の 装 置 で あ り
、 例 え ば 内 視 鏡 的 に 、 す な わ ち 内 視 鏡 を 利 用 し て 、 例 え ば ポ リ ー プ 等 を 切 除 す る 前 に 結 紮
す る こ と で 出 血 を 抑 え る た め に 用 い ら れ る 。 こ の シ ス テ ム １ ０ は 、 結 紮 処 置 す る 結 紮 処 置
装 置 １ ２ と 、 こ の 結 紮 処 置 装 置 １ ２ と 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ る 結 紮 具 １ ４ と を 備 え て い る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 処 置 装 置 １ ２ は 、 結 紮 糸 （ 結 紮 部 材 ） ２ ２ と 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ
（ ス ト ッ パ ） ２ ６ と 、 結 紮 糸 ２ ２ の 基 端 部 に 形 成 さ れ た 基 端 ル ー プ 部 ２ ８ と 、 可 撓 性 線 材
（ 結 紮 解 除 用 部 材 ） ３ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 結 紮 糸 ２ ２ は 、 ル ー プ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ に は 、
ル ー プ 状 に 形 成 さ れ た ２ 本 の 結 紮 糸 ２ ２ が 挿 通 さ れ て い る 。 こ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６
は 、 摩 擦 力 に よ り 結 紮 糸 ２ ２ に 対 し て 所 望 の 位 置 に 保 持 さ れ 、 結 紮 糸 ２ ２ に 沿 っ て 所 定 以
上 の 力 が 加 え ら れ た と き に の み 結 紮 糸 ２ ２ 上 を 移 動 す る 。 す な わ ち 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ
２ ６ は 、 結 紮 糸 ２ ２ で 組 織 が 結 紮 さ れ た と き に 、 組 織 に 対 し て 結 紮 糸 ２ ２ を 所 望 の 位 置 に
保 持 す る ス ト ッ パ の 役 割 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 可 撓 性 線 材 ３ ０ は 、 結 紮 糸 ２ ２ の 先 端 部 近 傍 で 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の 結 紮 糸 ２ ２
を 挿 通 さ せ る ル ー メ ン の 中 心 軸 Ｘ か ら ず れ た 位 置 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の 可 撓 性 線 材 ３ ０
は 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 １ 本 で あ る と し て 説 明 す る が 、 例 え ば ２ 本 や ３ 本 な ど 複 数 本 が
結 紮 糸 ２ ２ に 接 続 さ れ た 状 態 で あ っ て も よ い 。 結 紮 糸 ２ ２ に 接 続 さ れ た 可 撓 性 線 材 ３ ０ が
多 す ぎ る 場 合 、 処 置 装 置 １ ２ が 体 内 に 留 置 さ れ た と き に 絡 ま る な ど の 悪 影 響 を 及 ぼ す 場 合
が あ る の で 、 好 ま し く は １ 本 か ２ 本 で あ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 実 施 の 形 態 で は 可 撓 性 線
材 ３ ０ を 線 材 と し て 説 明 す る が 、 他 の 形 状 と し て 帯 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 可 撓 性 線 材 ３ ０ は 、 し な や か で 結 紮 解 除 時 の 引 張 り に 耐 え う る 強 度 を 有 し て い れ ば 、 ど
の よ う な 材 料 で も よ い 。 例 え ば 、 延 伸 処 理 さ れ た ポ リ ア ミ ド 系 合 成 繊 維 や ポ リ プ ロ ピ レ ン
、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン な ど の 一 般 に 縫 合 糸 に 使 用
さ れ る も の や 、 ポ リ グ リ コ ー ル 酸 な ど の 生 体 吸 収 性 の 材 料 で も よ い 。 こ の 線 材 は 、 モ ノ フ
ィ ラ メ ン ト で も 撚 り 糸 で も よ い 。 可 撓 性 線 材 ３ ０ は 、 白 や 赤 、 黄 な ど の 生 体 組 織 に 近 い 色
で な い 色 で あ っ て 、 結 紮 糸 ２ ２ と は 異 な る 色 を 有 す る 。 そ う す る と 、 内 視 鏡 を 通 し て 観 察
す る と き に 可 撓 性 線 材 ３ ０ に 対 す る 術 者 の 視 認 性 が 良 い こ と か ら 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 結 紮 具 １ ４ は 、 結 紮 シ ー ス ３ ８ と 、 フ ッ ク ワ イ ヤ ４ ０ と 、 操 作 ハ ン
ド ル （ 図 示 せ ず ） と を 備 え て い る 。 フ ッ ク ワ イ ヤ ４ ０ は 、 先 端 に 結 紮 糸 ２ ２ の 基 端 ル ー プ
部 ２ ８ に 係 合 さ れ る フ ッ ク ４ ０ ａ を 有 し 、 結 紮 シ ー ス ３ ８ 内 に 挿 通 さ れ て い る 。 操 作 ハ ン
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ド ル は 、 フ ッ ク ワ イ ヤ ４ ０ を 操 作 す る た め に 、 結 紮 シ ー ス ３ ８ お よ び フ ッ ク ワ イ ヤ ４ ０ の
基 端 部 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 に 説 明 す る 作 用 は 、 内 視 鏡 を
図 示 し な い 場 合 も 含 め て 経 内 視 鏡 的 に 行 な う 。 こ こ で は 、 処 置 対 象 組 織 ６ ０ を 結 紮 す る 場
合 と 、 そ の 結 紮 を 解 除 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 処 置 対 象 組 織 ６ ０ を 結 紮 す る 場
合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 処 置 装 置 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） に 結 紮 具 １ ４ を 組 み 合 わ せ る 。 処 置 装 置
１ ２ の 基 端 ル ー プ 部 ２ ８ を 、 結 紮 具 １ ４ の フ ッ ク ワ イ ヤ ４ ０ の フ ッ ク ４ ０ ａ に 係 合 さ せ る
。 処 置 装 置 １ ２ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ を 、 結 紮 具 １ ４ の 結 紮 シ ー ス ３ ８ の 先 端 部 に 当
接 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 状 態 の 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム １ ０ の ル ー プ 状 の 結 紮 糸 ２ ２ を
処 置 対 象 組 織 ６ ０ に 引 っ 掛 け る 。 結 紮 具 １ ４ の フ ッ ク ワ イ ヤ ４ ０ を 結 紮 シ ー ス ３ ８ に 対 し
て 引 く と 、 結 紮 シ ー ス ３ ８ の 先 端 部 で シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ を 押 し な が ら シ リ コ ー ン チ
ュ ー ブ ２ ６ を 結 紮 糸 ２ ２ に 沿 っ て 結 紮 糸 ２ ２ の 先 端 部 側 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 結 紮 糸 ２ ２ の ル ー プ 径 を 小 さ く し な が ら 結 紮 糸 ２ ２ で 組 織 ６ ０ を 挟
持 し て 処 置 対 象 組 織 ６ ０ を 結 紮 す る 。 結 紮 糸 ２ ２ に 対 す る シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の 移 動
は 、 摩 擦 力 に よ り 防 止 さ れ る 。 こ の た め 、 組 織 ６ ０ に 対 す る 結 紮 状 態 が 保 持 さ れ る 。 組 織
６ ０ を 結 紮 し た 後 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の 基 端 側 に 余 っ た 結 紮 糸 ２ ２ を 切 断 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 処 置 対 象 組 織 ６ ０ の 結 紮 を 解 除 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 把 持 鉗 子 ４ ８ を 挿 通 可 能 な チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 有 す る 内 視 鏡 ５ ０ を
用 い る 。 チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 挿 通 さ せ た 把 持 鉗 子 ４ ８ で 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 し 、 シ リ コ
ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の 摩 擦 に よ る 固 定 力 量 以 上 の 力 で 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 引 く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ は 、 結 紮 糸 ２ ２ の 先 端 部 で 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２
６ の 結 紮 糸 ２ ２ を 挿 通 さ せ る ル ー メ ン の 中 心 軸 Ｘ （ 図 ２ 参 照 ） か ら ず れ た 位 置 に 接 続 さ れ
て い る 。 こ の 可 撓 性 線 材 ３ ０ が 引 か れ る と 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ 内 に 挿 通 さ れ た ２ 本
の 結 紮 糸 ２ ２ の う ち の １ 本 の 結 紮 糸 ２ ２ が シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ か ら 引 き 抜 か れ る 。 こ
の た め 、 結 紮 糸 ２ ２ の ル ー プ 径 が 拡 径 し 、 結 紮 糸 ２ ２ が 組 織 ６ ０ か ら 離 脱 す る 。 可 撓 性 線
材 ３ ０ を 把 持 鉗 子 ４ ８ を 用 い て 牽 引 し た と き 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ に 挿 通 さ れ た 結 紮
糸 ２ ２ は 片 側 ず つ 抜 け る 。 そ う す る と 、 結 紮 糸 ２ ２ が シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ に 対 し て ２
本 同 時 に 引 か れ る 場 合 よ り も 少 な い 力 量 で 結 紮 糸 ２ ２ が シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ か ら 離 脱
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 鉗 子 ４ ８ で 把 持 し た 状 態 で 結 紮 糸 ２ ２ お よ び
シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ を 組 織 か ら 引 き 離 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の こ と が い え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 組 織 ６ ０ に 対 す る 結 紮 を 解 除 す る 場 合 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 鉗 子 ４ ８ で 把 持 す る の で
、 結 紮 糸 ２ ２ を 直 接 把 持 す る よ り も 可 撓 性 線 材 ３ ０ が 内 視 鏡 ５ ０ 下 で 把 持 し 易 く 、 誤 っ て
組 織 ６ ０ に 影 響 を 与 え る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。 可 撓 性 線 材 ３ ０ の 先 端 に 拡 径 部 ３
１ を 設 け た の で 、 把 持 鉗 子 ４ ８ を 用 い て 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 す る と き に 掴 み 損 な う こ と
を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 把 持 鉗 子 ４ ８ を 用 い て 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 し た と き に 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ を ど の 方 向 に
引 い て も 、 結 紮 糸 ２ ２ を 組 織 ６ ０ に 対 し て 引 き 抜 く こ と が で き る と と も に 、 シ リ コ ー ン チ
ュ ー ブ ２ ６ に 対 し て も 引 き 抜 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ８ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 第 １ の 実 施
の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号
を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て 、
こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ａ は 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が ル ー プ 形 状 の ル ー プ 部 ３
２ を 有 し て 結 紮 糸 ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の 処 置 装 置 １ ２ ａ を 用 い る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で
き る 。 加 え て 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が ル ー プ 部 ３ ２ を 有 す る の で 、 例 え ば 把 持 鉗 子 ４ ８ で 引 っ
掛 け る な ど し て も 把 持 す る こ と が で き る た め 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 し 易 い 状 態 を 保 持 す
る こ と が で き る 。 ル ー プ 部 ３ ２ に よ っ て 把 持 鉗 子 ４ ８ で 把 持 す る 可 撓 性 線 材 ３ ０ が ２ 本 に
な る の で 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が １ 本 の 場 合 （ 図 ２ 参 照 ） よ り も 把 持 鉗 子 ４ ８ を 用 い た 引 張 り
力 量 を 強 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 ９ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 第 １ の 実 施
の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号
を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て 、
こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｂ は 、 複 数 の 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ル ー プ 状 の 結 紮 糸 ２ ２ の 先 端 部 近 傍 に は 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の ル ー メ ン の 中 心 軸
Ｘ （ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て 対 称 的 に 、 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト （ ｐ ｌ ｅ ｄ ｇ ｅ ｔ ） ５ ４ が 配 設
さ れ て い る 。 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ は 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の ル ー メ ン の 中 心 軸
Ｘ に 対 し て 対 称 的 に 、 １ 対 の 穴 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら 穴 に ル ー プ 状 の 結 紮 糸 ２ ２ が そ れ ぞ れ
挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ と 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ と の 間 の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２
６ の 近 傍 に は 、 基 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ６ が 結 紮 糸 ２ ２ が 挿 通 さ れ た 状 態 で 設 け ら れ て い
る 。 基 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ６ は 、 中 央 部 に 穴 が 形 成 さ れ 、 こ の 穴 に ル ー プ 状 の １ 対 の 結
紮 糸 ２ ２ が 挿 通 さ れ て い る 。 こ の た め 、 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ と 、 基 端 部 側 プ レ ジ ェ
ッ ト ５ ６ と の 間 に 組 織 ６ ０ が 挟 持 さ れ た 状 態 で 結 紮 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 処 置 装 置 １ ２ ｂ を 用 い る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で
き る 。 加 え て 、 組 織 ６ ０ を 結 紮 し た と き に 、 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ に よ り 組 織 ６ ０ に
対 す る 接 触 面 積 が 大 き く 取 ら れ て い る の で 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が 組 織 ６ ０ に 貼 り 付 け ら れ る
こ と が 防 止 さ れ る 。 こ の た め 、 処 置 装 置 １ ２ ｂ を 用 い て 組 織 ６ ０ を 結 紮 し た 後 、 そ の 結 紮
を 解 除 す る 場 合 で あ っ て も 、 把 持 鉗 子 ４ ８ を 用 い て 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 容 易 に 把 持 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 組 織 ６ ０ を 結 紮 し た と き に 、 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ に よ り 組 織 ６ ０ に 対 す
る 接 触 面 積 が 大 き く 取 ら れ て い る の で 、 結 紮 糸 ２ ２ が 組 織 ６ ０ に 埋 没 す る こ と が 確 実 に 防
止 さ れ る 。 組 織 ６ ０ を 結 紮 し た と き に 、 基 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ６ に よ り 組 織 ６ ０ に 対 す
る 接 触 面 積 が 大 き く 取 ら れ て い る の で 、 結 紮 糸 ２ ２ が 組 織 ６ ０ に 埋 没 す る こ と が 確 実 に 防
止 さ れ る 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 第 ３ の 実
施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符
号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｂ （ 図 ９ 参 照 ） に 対 し
て 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｃ は 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が ル ー プ 形 状 の ル ー プ
部 ３ ２ を 有 し て 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ に 接 続 さ れ て い る 点 が 異 な る 。 こ の 可 撓 性 線 材
３ ０ は 、 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ に 対 し て 摺 動 自 在 で あ る 。 基 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ６
は 、 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 処 置 装 置 １ ２ ｃ を 用 い る と 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で
き る 。 加 え て 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が ル ー プ 部 ３ ２ を 有 す る の で 、 例 え ば 把 持 鉗 子 ４ ８ で 引 っ
掛 け る な ど し て も 把 持 す る こ と が で き る た め 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 し 易 い 状 態 を 保 持 す
る こ と が で き る 。 ル ー プ 部 ３ ２ に よ っ て 把 持 鉗 子 ４ ８ で 把 持 す る 可 撓 性 線 材 ３ ０ が ２ 本 に
な る の で 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が １ 本 の 場 合 （ 図 ９ 参 照 ） よ り も 把 持 鉗 子 ４ ８ を 用 い た 引 張 り
力 量 を 強 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 さ ら に 、 組 織 ６ ０ を 結 紮 す る と き に 可 撓 性 線 材 ３ ０ の 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ へ の 接
続 部 が 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ に 干 渉 す る こ と が 防 止 さ れ る の で 、 組 織 ６ ０ を よ り 確 実
に 結 紮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ １ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形 態 は 第 ４ の 実
施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符
号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｃ （ 図 １ ０ 参 照 ） に 対
し て 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｄ は 、 拡 径 部 ３ １ を 有 す る 可 撓 性 線 材 ３ ０
が 先 端 部 側 プ レ ジ ェ ッ ト ５ ４ に 接 続 さ れ て い る 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 処 置 装 置 １ ２ ｄ を 用 い る と 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で
き る 。 加 え て 、 処 置 装 置 １ ２ ｄ を 経 内 視 鏡 的 に 体 内 に 留 置 し た 時 に 、 可 撓 性 線 材 ３ ０ が 場
所 を と ら な い 形 状 の た め 、 嚥 下 時 の 食 物 等 あ る い は 解 除 操 作 時 の 内 視 鏡 ５ ０ や 把 持 鉗 子 ４
８ が 可 撓 性 線 材 ３ ０ に 絡 む こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 第 ６ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ ２ な い し 図 １ ４ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形
態 は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材
に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て
、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｅ は 、 複 数 の 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ａ に
は 、 結 紮 糸 用 ル ー メ ン ７ ２ と 圧 入 部 材 用 ル ー メ ン ７ ４ と の ２ つ の ル ー メ ン が シ リ コ ー ン チ
ュ ー ブ ２ ６ の 中 心 軸 Ｘ （ 図 ２ 参 照 ） に 平 行 に 互 い に 隣 接 し た 状 態 で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 結 紮 糸 用 ル ー メ ン ７ ２ に は 、 結 紮 糸 ２ ２ が 挿 通 さ れ て い る 。 結 紮 糸 用 ル ー メ ン ７ ２ の 内
径 寸 法 は 、 結 紮 糸 ２ ２ が ス ム ー ズ に 摺 動 可 能 な 寸 法 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 圧 入 部 材 用 ル ー メ ン ７ ４ に は 圧 入 部 材 ７ ６ が 圧 入 さ れ て い る 。 圧 入 部 材 用 ル ー メ ン ７ ４
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の 内 径 寸 法 は 圧 入 部 材 ７ ６ よ り 小 さ く 、 か つ 、 圧 入 部 材 ７ ６ が 圧 入 可 能 な 寸 法 で あ る 。 こ
の 圧 入 部 材 ７ ６ の 基 端 部 に は 、 ル ー プ 形 状 の ル ー プ 部 ３ ２ を 有 す る 可 撓 性 線 材 ３ ０ が 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 処 置 対 象 組 織 ６ ０ を 結 紮 す
る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 場 合 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 図 ２ に 示 す 処 置 装 置 １
２ の 代 わ り に 、 図 １ ２ に 示 す 予 め 圧 入 部 材 用 ル ー メ ン ７ ４ に 圧 入 部 材 ７ ６ が 挿 入 さ れ た 状
態 の 処 置 装 置 １ ２ ｅ を 用 い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 結 紮 具 １ ４ の フ ッ ク ワ イ ヤ ４ ０ を 結 紮 シ ー ス ３ ８ に 対 し て 引 く と 、
結 紮 シ ー ス ３ ８ の 先 端 部 で シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ を 押 し な が ら シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６
を 結 紮 糸 ２ ２ に 沿 っ て 結 紮 糸 ２ ２ の 先 端 部 側 に 移 動 さ せ る 。 す な わ ち 、 図 １ ３ に 示 す 処 置
装 置 １ ２ ｅ は 、 結 紮 糸 ２ ２ の ル ー プ 径 を 小 さ く し な が ら 結 紮 糸 ２ ２ で 組 織 ６ ０ を 挟 持 し て
処 置 対 象 組 織 ６ ０ を 結 紮 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 組 織 ６ ０ を 結 紮 し た 後 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の 基 端 側 に 余 っ た
結 紮 糸 ２ ２ を 切 断 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 処 置 対 象 組 織 ６ ０ の 結 紮 を 解 除 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 把 持 鉗 子 ４ ８ を 挿 通 可 能 な チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 有 す る 内 視 鏡 ５ ０ （ 図 ５ 参 照 ） を 用 い る
。 チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 挿 通 さ せ た 把 持 鉗 子 ４ ８ で 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 し 、 シ リ コ ー ン チ
ュ ー ブ ２ ６ の 圧 入 部 材 用 ル ー メ ン ７ ４ に 対 し て 圧 入 部 材 ７ ６ を 摩 擦 に よ る 固 定 力 量 以 上 の
力 で 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 引 く 。 結 紮 糸 用 ル ー メ ン ７ ２ の 内 径 が 結 紮 糸 ２ ２ が 摺 動 可 能 な 状 態
に 戻 り 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ と 結 紮 糸 ２ ２ と の 間 の 摩 擦 に よ る 固 定 力 が 除 去 さ れ る 。
シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ あ る い は 結 紮 糸 ２ ２ を 把 持 鉗 子 ４ ８ で 把 持 し て 互 い に 対 し て 離 脱
さ せ る 。 そ う す る と 、 組 織 ６ ０ に 対 し て 結 紮 し た 状 態 を 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の こ と が い え る 。 こ の 処 置 装 置 １
２ ｅ を 用 い る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 加 え て 、 結
紮 糸 ２ ２ は 、 結 紮 糸 用 ル ー メ ン ７ ２ 内 を 容 易 に 摺 動 す る の で 、 結 紮 糸 ２ ２ の ル ー プ 形 状 を
容 易 に 拡 径 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 組 織 ６ ０ を 結 紮 し た 状 態 を 容 易 に 解 除 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 結 紮 を 解 除 す る と き に 、 結 紮 糸 ２ ２ や シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ に テ ン シ ョ ン を 与 え る こ
と が な い の で 、 結 紮 さ れ た 組 織 ６ ０ に 何 も 影 響 を 与 え る こ と な く 、 結 紮 を 解 除 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 第 ７ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ ５ な い し 図 １ ７ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形
態 は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材
に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て
、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｆ は 、 複 数 の 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ ５ な い し 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｂ に
は 、 ル ー メ ン の 中 心 軸 Ｘ （ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て 直 交 す る 方 向 に ス リ ッ ト ８ ０ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ の ス リ ッ ト ８ ０ に は 、 ル ー プ 形 状 の ル ー プ 部 ３ ２ を 有 す る 可 撓 性 線 材 ３ ０ が 通 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 処 置 対 象 組 織 ６ ０ を 結 紮 す る 場 合
に つ い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 で あ る 。 こ の た め 、 処 置 対 象 組 織 ６ ０ の 結 紮 を 解 除
す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 把 持 鉗 子 ４ ８ を 挿 通 可 能 な チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 有 す る 内 視 鏡 ５ ０
を 用 い る 。 チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 挿 通 さ せ た 把 持 鉗 子 ４ ８ で 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 し 、 可 撓
性 線 材 ３ ０ を 引 く 。 可 撓 性 線 材 ３ ０ が 引 か れ る と 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｂ は 、 そ の ス
リ ッ ト ８ ０ か ら シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｂ の 基 端 部 に 向 か っ て 割 け 始 め る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 さ ら に 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 引 く と 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｂ は ２
つ に 分 離 す る 。 そ う す る と 、 結 紮 糸 ２ ２ の ル ー プ 形 状 を 維 持 す る こ と が で き な く な る の で
、 結 紮 糸 ２ ２ に よ る 組 織 ６ ０ の 結 紮 は 容 易 に 解 除 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の こ と が い え る 。 こ の 処 置 装 置 １
２ ｆ を 用 い る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 加 え て 、 組
織 ６ ０ を 結 紮 し た 状 態 を 解 除 す る 場 合 に は 、 把 持 鉗 子 ４ ８ で 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 把 持 し て そ
の 可 撓 性 線 材 ３ ０ を 基 端 側 に 引 く こ と で 、 ス リ ッ ト ８ ０ か ら シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ を ル
ー メ ン の 中 心 軸 Ｘ に 沿 っ て ２ つ に 分 離 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 結 紮 の 状 態 を 容 易
に 解 除 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｂ と 結 紮 糸 ２ ２ と の 間 の 摺
動 性 が 悪 く 、 互 い の 間 の 摩 擦 力 が 高 く て も 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｂ で 留 め て い た 結 紮
糸 ２ ２ を 用 い た 結 紮 状 態 を 容 易 に 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 次 に 、 第 ８ の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 の 形
態 は 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ っ て 、 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た 部 材 と 同 一 の 部 材
に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） に 対 し て
、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 結 紮 処 置 装 置 １ ２ ｇ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｃ は 、 第 １ の 実 施
の 形 態 で 説 明 し た シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ と 比 較 す る と 全 長 は そ の ま ま で 、 長 手 方 向 に 対
し て 直 交 す る 方 向 の 第 １ な い し 第 ３ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ８ ２ ， ８ ４ ， ８ ６ に 分 割 さ れ て
い る 点 が 異 な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 処 置 対 象 組 織 ６ ０ を 結 紮 す る 場 合
に つ い て は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 で あ る 。 こ の た め 、 処 置 対 象 組 織 ６ ０ の 結 紮 を 解 除
す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 把 持 鉗 子 ４ ８ を 挿 通 可 能 な チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 有 す る 内 視 鏡 ５ ０
を 用 い る 。 チ ャ ン ネ ル ５ ０ ａ を 挿 通 さ せ た 把 持 鉗 子 ４ ８ で 第 １ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ８ ２
を 把 持 し 、 結 紮 糸 ２ ２ に 沿 っ て 結 紮 糸 ２ ２ の 基 端 部 側 に 引 く 。 同 様 に 、 第 ２ お よ び 第 ３ の
シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ８ ４ ， ８ ６ を そ れ ぞ れ 把 持 鉗 子 ４ ８ を 用 い て 結 紮 糸 ２ ２ の 基 端 部 側 に
そ れ ぞ れ 引 く 。 す な わ ち 、 第 １ な い し 第 ３ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ８ ２ ， ８ ４ ， ８ ６ を １ つ
ず つ 結 紮 糸 ２ ２ の 基 端 部 側 に 引 く 。 こ の と き 、 第 １ な い し 第 ３ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ８ ２
， ８ ４ ， ８ ６ の 全 長 が 第 １ の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ の 全 長 に 等 し
い の で 、 結 紮 糸 ２ ２ 対 す る シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ８ ２ ， ８ ４ ， ８ ６ の 単 体 の 摩 擦 力 は 、 第 １
の 実 施 の 形 態 で 説 明 し た シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ よ り も 小 さ く な る 。 そ う す る と 、 第 １ な
い し 第 ３ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ８ ２ ， ８ ４ ， ８ ６ は 結 紮 糸 ２ ２ の 基 端 部 側 に 移 動 可 能 で 、
結 紮 糸 ２ ２ に よ る 組 織 ６ ０ の 結 紮 は 容 易 に 解 除 さ れ る 。 勿 論 、 第 １ な い し 第 ３ の シ リ コ ー
ン チ ュ ー ブ ８ ２ ， ８ ４ ， ８ ６ が 結 紮 糸 ２ ２ に 挿 通 さ れ た 状 態 で は 、 結 紮 糸 ２ ２ に 対 す る 所
望 の 摩 擦 力 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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　 以 上 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の こ と が い え る 。 こ の 処 置 装 置 １
２ ｇ を 用 い る と 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 の 作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 加 え て 、 組
織 ６ ０ を 結 紮 し た 状 態 を 解 除 す る と き に 分 割 さ れ た シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ を １ つ ず つ 把
持 し て 結 紮 糸 ２ ２ か ら 離 脱 さ せ る こ と が で き る の で 、 １ つ １ つ を 取 り 外 す と き に 少 な い 把
持 力 量 で 結 紮 糸 ２ ２ か ら 取 り 外 す こ と が で き る 。 こ の た め 、 把 持 鉗 子 ４ ８ で 掴 み 損 ね る こ
と な く 容 易 に 結 紮 を 解 除 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 な お 、 組 織 ６ ０ の 結 紮 後 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ ２ ６ ｃ の い ず れ か を 必 要 に 応 じ て 所 望 の
数 だ け 離 脱 さ せ る こ と で 、 組 織 ６ ０ に 対 す る 結 紮 力 量 を 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ れ ま で 、 い く つ か の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 し た が 、 こ
の 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で
行 な わ れ る す べ て の 実 施 を 含 む 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 り 、 結 紮 処 置 装 置 と 結 紮 具 と を 組 み 合 わ せ た 状
態 を 示 す 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム の 概 略 的 な 断 面 図 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概 略 的 な 斜 視
図 。
【 図 ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 糸 を 処 置 対 象 組 織
に か け た 状 態 を 示 す 概 略 的 な 断 面 図 。
【 図 ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 用 い て
処 置 対 象 組 織 を 結 紮 し 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ の 基 端 側 の 結 紮 糸 を 切 断 し た 状 態 を 示 す 概 略
的 な 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 用 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 で 処 置 対
象 組 織 を 結 紮 し た 後 、 そ の 結 紮 を 解 除 す る た め に 可 撓 性 線 材 を 把 持 鉗 子 で 把 持 し た 状 態 を
示 す 概 略 的 な 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 可 撓 性 線 材 が 引 か れ た と
き に 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ 内 に 挿 通 さ れ た ２ 本 の 結 紮 糸 の う ち の １ 本 の 結 紮 糸 が シ リ コ ー
ン チ ュ ー ブ か ら 引 き 抜 か れ 、 組 織 に 対 す る 結 紮 が 解 除 さ れ る 状 態 を 示 す 概 略 的 な 上 面 図 。
【 図 ７ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 可 撓 性 線 材 を 把 持 鉗 子 で
把 持 し た 状 態 で 組 織 か ら 引 き 離 す 状 態 を 示 す 概 略 的 な 斜 視 図 。
【 図 ８ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概 略
的 な 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概 略
的 な 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概
略 的 な 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概
略 的 な 斜 視 図 。
【 図 １ ２ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概
略 的 な 斜 視 図 。
【 図 １ ３ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 で 結 紮 糸
を シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ に 対 し て 摩 擦 に よ り 固 定 し た 状 態 を 示 す 概 略 的 な 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 で 結 紮 糸
を シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ に 対 し て 摺 動 可 能 な 状 態 を 示 す 概 略 的 な 断 面 図 。
【 図 １ ５ 】 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概
略 的 な 斜 視 図 。
【 図 １ ６ 】 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 糸 で 組 織 を 結 紮 し
た 後 、 把 持 鉗 子 で 可 撓 性 線 材 を 把 持 し て 可 撓 性 線 材 を 引 い て 、 シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ を ス リ
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ッ ト か ら シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ の 基 端 部 に 向 か っ て 割 く 状 態 を 示 す 概 略 的 な 斜 視 図 。
【 図 １ ７ 】 第 ７ の 実 施 の 形 態 に 係 る 生 体 組 織 処 置 シ ス テ ム に お け る 可 撓 性 線 材 で シ リ コ ー
ン チ ュ ー ブ を 割 い て 、 結 紮 を 解 除 し た 状 態 を 示 す 概 略 的 な 斜 視 図 。
【 図 １ ８ 】 第 ８ の 実 施 の 形 態 に 係 る 処 置 シ ス テ ム に お け る 結 紮 処 置 装 置 を 示 す 概 略 的 な 斜
視 図 。
【 図 １ ９ 】 第 ８ の 実 施 の 形 態 に 係 る 処 置 装 置 に お け る 結 紮 糸 で 組 織 を 結 紮 し た 後 、 第 １ な
い し 第 ３ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ の う ち の 第 １ の シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ を 結 紮 糸 か ら 抜 き 取 り
、 結 紮 糸 に よ る 組 織 の 結 紮 状 態 を 調 整 す る 状 態 を 示 す 概 略 的 な 斜 視 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 １ ２ … 結 紮 処 置 装 置 、 ２ ２ … 結 紮 糸 、 ２ ６ … シ リ コ ー ン チ ュ ー ブ 、 ２ ８ … 基 端 ル ー プ 部
、 ３ ０ … 可 撓 性 線 材 、 ３ １ … 拡 径 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够在内窥镜观察下结扎活组织并且能够通过
简单操作释放结扎状态的活组织的医疗装置。 结扎治疗装置12包括结扎
线22，作为固定构件的硅树脂管26，以及作为结扎释放构件的柔性线
30。结扎线22具有远端部分和近端部分，并且结扎活组织。硅胶管26设
置成相对于结扎线22自由地前后移动，并且通过与结扎线22的摩擦而固
定，以便将活组织保持在与结扎线22结扎的状态。柔性线30设置在结扎
线22上，并通过将结扎线22相对于硅树脂管26移动到远侧而释放结扎线
22和硅树脂管26之间的结扎状态。 .The
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